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木更津市中心市街地活性化基本計画の令和５年度の取組等に対する意見書 

 

 木更津市中心市街地活性化基本計画の令和５年度の取組等に対する当協議会の意見

は下記のとおりです。 

 

記 

 

目標指標については、「休日歩行者通行量」・「中心市街地内の人口の社会増減」・「新

規出店数」ともに、目標達成が見込まれる水準となっており、引き続き基本計画事業の

着実な実施と各種事業が連携した一体的な取り組みによって、更なる活性化が図られる

ことが望まれる。 

令和５年度は、新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行したことにより、本市

のメインイベントである「木更津港まつり」が４年ぶりに通常開催され大きな賑わいを

見せ、人々の生活様式も以前に戻ってきたように感じられることから、人流増加や回遊

性向上を促すソフト事業が効果的に実施されることを期待したい。 

令和６年度は、計画期間としている５年間の最終年を迎え、富士見通りの歩道再整備

として、電柱の地中化やアーケードの撤去工事が行われるが、中心市街地のまちづくり

を一層推進する必要があるため、商業者や地元住民等の意見や、高校生世代の参加者に

より活動している「中心市街地活性化協議会ユース部会」の意見を参考に、まちへの愛

着が育まれ持続可能なまちづくりを行っていくことが必要である。 

更には、地域資源を活かすことによってまちの魅力を高め、多様な来街者からも親し

まれるまちづくりを進めていくことができるよう、協議会としても尽力して参りたい。   

 


